
                                                                                                                                  

 

 

        

                                         

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

あけましておめでとうございます。 

皆さまにおかれましては、令和最初の新年を穏やかに迎えられたこととお慶び申し上げます。 

 

昨年を振り返りますと、「平成」から「令和」へと新たな時代を迎えるとともに、当行も昨年 1 月に   

前身の第六十八国立銀行創業から 140周年、6月には当行設立から 85周年を迎えました。 

また、中期経営計画も最終年度を迎え、今までの既成概念にとらわれない「変革」と新たな取組みへ

の「挑戦」を行っています。しかしながら、わたしたち金融機関を巡る状況は、マイナス金利の導入や

相次ぐ異業種による金融業参入など、銀行のビジネスモデルを脅かす状況が急速に進んでいます。 

現状の並々ならぬ危機感を踏まえ、昨年 12 月、私どもは新たに向こう 10 年を見据えた、次期経営   

計画を発表しました。 

 

次期経営計画においては、経営ビジョンである「活力創造銀行」という軸は不変としつつ、改めて当行

の使命を整理し、「なんとミッション」として 

『地域を発展させる』  『活力創造人材を生み出す』  『収益を向上させる』 

を我々の使命としています。 

この「なんとミッション」を果たしていくために、当行は「目指すべきゴールを明確にすること」、   

そしてそのゴールに向けて「不断にＰＤＣＡを廻していく」ことを宣言しました。 

 当行グループの目指すべき 10 年後のゴールは、地域のお客さまの事業や資産運用等についての不安や

心配を解消・解決し、もっとも活力を創造する「活力創造地域№1グループ」になることです。 

 このゴールに向け、2020 年は最初の一歩を踏み出す年になります。今までの延長線上に当行の未来がない

ことを私や役員、行員一人ひとりが自覚し、それぞれの持場で、「地域」のため、「お客さま」のために、「ジブ

ンゴト」として全力で取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【本件に関するお問合せ先】 経営企画部（広報担当）甲村
こうむら

  ℡ 0742-27-1599 

 

 

2020年 年頭所感 

 
2020年 1月 1日 
株式会社南都銀行 
頭取 橋本 隆史 

【当行取締役一同】 


